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👉ICD-10 コード

ですが、F04 器質

性健忘症候群、

F07 脳の疾患、損

傷及び機能不全に

よる人格および行

動の障害、に該当す

る場合もあります。 

高次脳機能障害の ICD

コード F06 となる 

高次脳機能障害は初診

（発症）から半年経過

していれば手帳を申請

できる 

(10)の知能・記憶・学

習・注意の障害以外に易

怒性や暴力、意欲の減退

等が見られれば、該当箇

所に〇をする 

目次へ 

索引へ 
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引用：国立障害者リハビリテーションセンター：高次脳機能障害情報・支援センター「精神

障害者保健福祉手帳記入例（診断書）」より 

http://www.rehab.go.jp/application/files/3015/1659/6450/d872c5adf16dc72d595f664c393bd3fd.pdf 

👉診断書の作成に

当たっては、医師に

本人の状態を正し

く伝えるように工

夫しましょう。 

具体的な症状、および神

経心理学検査結果を記載

する 

「保護的環境でない場合」とは、

単身生活を指す。 

単身生活を想定して、 

（１）栄養バランスのよい食事

を準備・摂取・片付けをしてい

るか （２）清潔保持や片付け・

整理整頓が出来ているか （３）

一定の金額で生活ができるか 

（４）自分の症状を説明して、

医師の指示を理解できるか 

（５）生活全般に必要なことを

伝えたり、理解したりできるか 

（６）安全確保や危機対応がで

きるか （７）制度面での手続

きを一人で行えるか （８）文

化的社会的活動に参加できる

か、について「出来る」「見守

りや確認・声かけが必要」「手

助けが必要」「出来ない」の 4

段階で評価する。 

日常生活能力の程度の該当番号

が手帳の等級に影響する。目安

として、（３）が 3 級、（４）

が 2 級、（５）が 1 級となる。

ただし、上段の「日常生活能力

の判定」の該当箇所も等級判定

に影響する 
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